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リ
ー
五
輪
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー

ト
銅
メ
ダ
リ
ス
ト
の
黒
岩
彰

さ
ん
（
昭
59
商
）
や
お
笑
い

コ
ン
ビ
・
ペ
ナ
ル
テ
ィ
の
ヒ

デ
さ
ん
（
平
６
法
）
な
ど
各

界
で
活
躍
す

る
校
友
が
、

司
会
の
紹
介

で
舞
台
に
上

が
る
と
、
会

場
か
ら
大
き

な
拍
手
が
送

ら
れ
た
。

　
野
球
部
、

陸
上
競
技
部
、

ラ
グ
ビ
ー
部
、

石
巻
専
修
大

学
の
硬
式
野

球
部
、
女
子

競
走
部
に
特

別
支
援
金
が

贈
呈
さ
れ
た

後
、
全
学
応

援
団
に
よ
る
リ
ー
ダ
ー
公
開

が
行
わ
れ
た
。
最
後
に
全
員

で
校
歌
を
斉
唱
し
、
変
わ
ら

ぬ
絆
を
確
か
め
合
い
な
が
ら

閉
会
し
た
。

校
友
会
ワ
イ
ン
大
学

開
催
の
お
知
ら
せ

　「
校
友
会
ワ
イ
ン
大
学
」

が
今
年
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

在
学
生
、
校
友
は
じ
め
多
く

の
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

▽
11
月
21
日
（
金
）
18
時
30

分
〜

▽
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
10
号
館

「
相
馬
永
胤
記
念
ホ
ー
ル
」

※
会
費
等
、
詳
細
は
校
友
会

Ｈ
Ｐ
や
『
鳳
翼
』
10
月
号
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
10
月
下
旬
に
受
け
付
け
開

始
予
定
。
お
申
し
込
み
は
校

友
会
ま
で
。

紹  介

校
友
新
社
長

榎
本
崇
浩
氏
（
平
17
経
済
）

㈱
カ
ル
モ
ア
代
表
取
締
役
社

長
に
５
月
23
日
付
で
就
任
。

本
社

東
京
都
。
脱
臭
装
置

の
開
発
、
設
計
、
販
売
。

古
林
育
将
氏
（
平
４
法
）
積

水
化
成
品
工
業
㈱
代
表
取
締

役
社
長
に
６
月
24
日
付
で
就

任
。
本
社

大
阪
府
。
発
泡

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や
高
分
子
材

料
製
品
・
素
材
の
開
発
・
製

造
・
販
売
。

校
友
会
情
報

校
友
会
情
報

〈
鹿
児
島
県
支
部
総
会
〉

▽
10
月
４
日
（
土
）
18
時
〜

▽
ホ
テ
ル
・
レ
ク
ス
ト
ン
鹿

児
島
（
鹿
児
島
市
）

〈
大
阪
府
支
部
総
会
〉

▽
10
月
５
日
（
日
）
12
時
〜

▽
ホ
テ
ル
阪
神
大
阪
（
大
阪

市
）

〈
流
通
研
究
会
総
会
〉

▽
10
月
16
日
（
木
）
18
時
〜

▽
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
10
号
館

「
相
馬
永
胤
記
念
ホ
ー
ル
」

〈
阿
賀
北
支
部
総
会
〉

▽
10
月
18
日
（
土
）
16
時
30

分
〜
▽
金
子
屋
別
館
（
新
発

田
市
）

〈
山
形
支
部
総
会
〉

▽
10
月
18
日
（
土
）
17
時
〜

▽
山
形
ま
る
ご
と
館
紅
の
蔵

　誰もが快適に学修、研

究・教育、労働できる環

境づくりのヒントとして、言語学の「ポライトネス

理論」をご紹介したいと思います。ここで言うポラ

イトネスとは、単なる言語形式の丁寧さや礼儀正し

さではなく、人間関係を円滑にするための言語行動

という、とても広い意味です。この場面で、この人

に、このような話し方をされて心地いいかどうか、

という「人の気持ち」を重視した概念とも言えます。

　私たちは情報伝達以外にも相互理解を目的に日々

言語行動を行っていますが、ポライトネス理論では

人間の言語行動に相手を侵害する可能性が潜在的に

含まれていることに注目します。リスクの大きさ

は、社会的距離、力関係、事柄の負荷度という三つ

の要因によって決まると定式化されています。ハラ

スメント事案で重要になる力関係に限定すれば、他

の条件が同じでも、一方が優位な立場にあるほどリ

スクが大きくなる仕組みです。同じ言葉でも相手と

の関係性によって重みが変わるので、さまざまな工

夫が必要になってくるわけです。

　そしてもう一つ、「この場面で」という点にも気

を配りたいです。言葉は常に変化するもので新語や

流行語は目立ちますが、同じ言葉が持つ力はどうで

しょうか。学生時代の自分が言われて数日へこんだ

言葉は、今は相手をより深く傷つける武器になって

いるかもしれない。「今」「ここで」「この人と」を

大事に、お互いが心地いいコミュニケーションを見

つけていきたいと改めて思います。

　（キャンパス・ハラスメント対策室員

 ジ・ミンギョン）　

キャンパス・ハラスメント対策室 TEL：044-900-7858
E-mail：camhara@acc.senshu-u.ac.jp

ポライトネス理論で考える
心地いいコミュニケーション

（
山
形
市
）

〈
広
島
支
部
総
会
〉

▽
10
月
18
日
（
土
）
17
時
30

分
〜
▽
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ

ラ
ザ
ホ
テ
ル
広
島
（
広
島

市
）

〈
北
支
部
総
会
〉

▽
10
月
19
日
（
日
）
16
時
〜

▽
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
10
号
館

「
相
馬
永
胤
記
念
ホ
ー
ル
」

〈
京
都
府
支
部
総
会
〉

▽
10
月
25
日
（
土
）
12
時
30

分
〜
▽
西
陣
魚
新
（
京
都

市
）

※
校
友
会
ワ
イ
ン
大
学
、
支

部
総
会
に
関
す
る
お
問
い
合

わ
せ
【
校
友
会
事
務
局
】

℡
03
・
３
２
６
５
・
７
５
７
９

　
２
０
２
５
年
度
校
友
会
定

時
総
会
が
７
月
５
日
、
新
宿

区
の
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
で

開
か
れ
た
。
全
国
各
地
か
ら

約
３
０
０
人
の
校
友
が
出

席
。
政
財
界
や
芸
能
界
か
ら

も
多
く
駆
け
付
け
、
に
ぎ
や

か
に
旧
交
を
温
め
た
。

　
桃
野
直
樹
校
友
会
長
は
、

昨
年
発
足
し
た
黒
門
倶
楽
部

を
は
じ
め
活
動
の
充
実
ぶ
り

を
伝
え
、「
校
友
会
は
人
材
の

宝
庫
。
校
友
32
万
人
超
、
３

１
６
支
部
の
連
携
強
化
に
努

め
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
校

友
会
の
さ
ら
な
る
活
性
化
に

向
け
て
、
若
者
・
女
性
会
員

の
重
要
性
を
強
調
し
た
。

　
来
賓
を
代
表
し
て
松
木
健

一
理
事
長
は
、「
専
修
大
学
の

発
展
は
、
建
学
の
精
神
を
受

け
継
ぐ
校
友
の
皆
さ
ん
に
支

え
ら
れ
て
き
た
。
学
生
た
ち

は
、
社
会
で
活
躍
す
る
先
輩

の
背
中
を
見
て
、
自
信
を
持

っ
て
勉
学
に
取
り
組
ん
で
い

る
」
と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ

た
。
日
髙
義
博
総
長
は
、「
旧

制
大
学
を
経
験
し
た
専
修
大

学
は
、
少
子
化
の
な
か
に
あ

っ
て
も
研
究
・
教
育
の
質
を

下
げ
ず
、
有
為
な
人
材
を
育

成
す
る
こ
と
が
仕
事
だ
」
と

語
り
、
佐
々
木
重
人
学
長

は
、「
ス
ポ
ー
ツ
や
国
家
資
格

試
験
な
ど
の
分
野
で
多
く
の

学
生
が
活
躍
し
て
い
る
。
変

わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
お
願
い
し

た
い
」
と
呼
び
か
け
た
。

　
参
加
し
た
校
友
た
ち
は
、

思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
な

が
ら
、
再
会
を
心
ゆ
く
ま
で

楽
し
ん
だ
。
ま
た
、
カ
ル
ガ

校
友
会
定
時
総
会

変
わ
ら
ぬ
絆
確
か
め
る

盛大に開催された校友会定時総会

ペナルティのヒデさん（中央）をはじめ

各界で活躍する校友も駆け付けた

全学応援団によるリーダー公開

桃野校友会長

就
職
だ
よ
り

〈
４
年
次
生
へ
〉
夏
期
休
暇

も
間
も
な
く
終
わ
り
ま
す

が
、
就
職
活
動
の
状
況
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。
採
用
を

追
加
募
集
す
る
企
業
も
相
次

い
で
お
り
、
本
学
学
生
の
採

用
意
欲
の
高
い
企
業
の
求
人

情
報
も
継
続
し
て
届
い
て
い

ま
す
。
活
動
を
継
続
し
て
い

る
人
は
、
就
職
支
援
シ
ス
テ

ム
「
Ｓ
｜

ｎ
ｅ
ｔ
」
の
「
来

校
企
業
情
報
」
を
定
期
的
に

チ
ェ
ッ
ク
し
て
有
効
活
用
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
就
職

活
動
を
う
ま
く
進
め
ら
れ
て

い
な
い
場
合
は
、
そ
の
理
由

を
分
析
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
一
人
で
悩
ま
ず
、
ま

ず
は
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
課

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〈
１
〜
３
年
次
生
へ
〉
９
月

24
日
（
水
）、
26
日
（
金
）

に
第
２
回
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

を
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
開
催
し

ま
す
。
早
期
化
が
進
む
就
職

活
動
の
準
備
を
ど
の
よ
う
に

行
っ
て
い
く
べ
き
か
を
知
る

た
め
の
重
要
な
機
会
と
な
り

ま
す
の
で
、
必
ず
出
席
し
て

く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
10
月
11
日
（
土
）

に
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
大
規

模
な
「
学
内
企
業
説
明
会
」

を
実
施
し
ま
す
。
当
日
は
面

接
や
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
対
策
等
、
実
践
的
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
も
併
せ
て
実
施

し
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
詳
細
に
つ
い
て

は
就
職
支
援
シ
ス
テ
ム
「
Ｓ

｜
ｎ
ｅ
ｔ
」
で
発
信
し
ま
す

の
で
、
必
ず
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。
夏
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
に
参
加
し
た
人
は
、
経

験
を
通
じ
て
得
た
学
び
や
気

付
き
、
反
省
点
等
を
ま
と

め
、
今
後
の
就
職
活
動
に
活

用
し
て
く
だ
さ
い
。

ようこそ 思い出のキャンパスへ！

ホームカミングデー2025

　専修大学の〝今〟を感じてもらうイベント「ホームカミングデー 2025」

を11月８日（土）、生田キャンパスで開催する。

　今回は、タレントの上田まりえさん（平21文）とＯＧ３人による座談会

や、マサキさん（平16商）としょっぴーさんからなるお笑いコンビ「さく

らだモンスター」の漫才、マジシャン「ナポレオンズ」のボナ植木さん（昭

50文）によるコメディマジック、桂小文治さん（昭55商）と立川談修さん

（平７法）の落語など、卒業生によるさまざまな企画が来場者を迎える。

　さらに、アカペラサークルＥｍｏＨｉｌｌのライブパフォーマンスや、全学

応援団のリーダー公開、在学生によるキャンパスツアーなども予定され

ており、卒業生・在学生などの世代を超えた交流の場としてにぎわいが広

がる一日となる。バラエティ豊かな大学グッズ販売も行われる予定。

　大学の魅力を再発見できるホームカミングデー。ぜひ友人・恩師など

と声を掛け合い、キャンパスへ足を運んでみてほしい。

■ 日時：11月８日（土）10時～ 15時
■ 場所：生田キャンパス９号館（120年記念館）

　
本
学
の
卒
業
生
で
、
第
一

線
で
活
躍
す
る
経
営
者
や
後

進
の
育
成
に
意
欲
的
な
元
経

営
者
ら
の
会
「
専
修
大
学
企

業
家
ク
ラ
ブ
」（
田
村
実
会

長

昭
47
経
営
）
の
第
11
回

総
会
が
７
月
19
日
、
神
田
キ

ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ
た
。

　
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
の
馬
塲
杉

夫
経
営
学
部
教
授
が
「
コ
ロ

ナ
禍
を
経
て
、
こ
れ
か
ら
が

再
ス
タ
ー
ト
」
と
述
べ
、
在

学
生
向
け
講
演
会
（
イ
ブ
ニ

ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
）
の
再
開
が

提
案
さ
れ
た
ほ
か
、
参
加
し

た
会
員
20
人
か
ら
も
再
興
に

向
け
て
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が

あ
が
っ
た
。

活性化に向けて意見を交わした

企
業
家
ク
ラ
ブ

 

第
11
回
総
会

企 画 名 時 間 場 所

開会式 10：00～10：30

５階アトリウム
メインステージ

上田まりえさんと
ＯＧ座談会 10：30～11：30

上田まりえさん・
さくらだモンスター

トークショー
11：30～12：00

さくらだモンスター
お笑いライブ 12：00～12：30

アカペラサークルEmoHill 12：30～13：00

黒門寄席
（マジック・落語） 13：00～14：30

全学応援団 14：30～15：00

大学グッズ販売コーナー 10：30～15：00 ５階学生食堂CABIN
※詳細は大学ホームページをご覧ください。

上
田
ま
り
え
さ
ん

さくらだモンスター

桂
小
文
治
さ
ん

立
川
談
修
さ
ん

ボ
ナ
植
木
さ
ん


